
○ 目的

○ 事業概要

新 規

平成２４年度 当初予算主な事業

事業名 水辺の散策路等環境整備検討事業

予算額
新規・拡充
継続の別

事業内容

市民が本市の四季や風景を楽しみ、リフレッシュでき
る環境を整備するため、本市内の河川管理用通路等の公
共空間を有効に活用した散策路のネットワーク化の検討
や整備路線の整備方法等がイメージ出来る整備計画を作
成する。

・市内での散策路の抽出
・散策路のネットワーク化路線の検討
・各散策路の整備計画の検討
・市民の参画も視野に入れ、検討を進めていく。

５，０００千円

－ 1340担当所属名 建設部建設政策推進室 直通電話番号 64



○ 目的

○ 事業概要

－ 1340

事業内容

担当所属名 建設部建設政策推進室 直通電話番号 64

市内の３拠点で整備した駅前広場や駐輪場へ市民が安
全に自転車を利用できる、また、中学・高校・大学生が
安全に自転車通学出来るよう、自転車版の集約都市構造
に向けた自転車通行環境の整備を進めるネットワ－ク計
画を策定する。

・市内の自転車道・駐輪場や駅前広場、幹線道路、既存
道路を活用し、改良と新設さらには既存交通規制の改
変を併せネットワ－ク計画内の効果的な路線整備を提
案

・軽車両である自転車の安全な乗り方を身につけ実践で
きるよう、すべての市民を対象に改めて教習するカリ
キュラムやモビリティマネジメントなどの計画を策定

・本市の自転車交通対策として考えられる施策、観光や
健康をキ－ワ－ドとした施策、コミュニティサイクル
など市内部の組織をこえた幅広い施策の提案

・京都府が取り組む施策への参加支援

予算額
新規・拡充
継続の別

新 規４，０００千円

平成２４年度 当初予算主な事業

事業名 自転車ネットワーク計画策定事業



○ 目的

○ 事業概要

新 規

平成２４年度 当初予算主な事業

事業名 歩道等バリアフリー状況調査事業

予算額
新規・拡充
継続の別

事業内容

平成２３年６月に策定したバリアフリー基本構想にお
いて、重点整備地区として田辺地区の生活関連経路が指
定されたが、それ以外の路線（市道）についても、今後
その趣旨に則り、歩道の段差解消をはじめとするバリア
フリー化を計画的に進めていく必要があると考えられる
ことから、今後の施策の検討・研究を行うため、市域に
おける歩道及び自歩道の現況（バリアフリー状況）を把
握する。

・調査対象路線
１６７路線

・調査内容
歩道及び自歩道の段差、勾配（横断・縦断）など

ゼロ予算

－ 1340担当所属名 建設部建設政策推進室 直通電話番号 64



○ 目的
安全・安心な暮らしの創造の一環として、地震発生の
際、倒壊等の危険性の高い木造住宅の耐震性の向上を図
り、地震に強いまちづくりを推進する。

○ 事業概要

・木造住宅耐震診断士派遣事業
市から耐震診断士を派遣し耐震診断を実施するとと
もに、その診断結果に基づく改修のアドバイスや概算
工事費の提案を行うもの。
自己負担額 ３，０００円
事業規模 ４０件

・木造住宅耐震改修費補助事業
木造住宅に対する耐震改修工事費用のうち１００万
円（工事費用の４分の３が１００万円未満の場合はそ
の額）を補助するもの。
事業規模 ２５件

直通電話番号 64

木造住宅耐震化促進事業

新規・拡充
継続の別

平成２４年度 当初予算主な事業

事業名

－

拡 充

1341

予算額

担当所属名 建設部開発指導課

事業内容

２６，９２０千円



○ 目的
市営住宅１３団地２３８戸について、既存ストックの
効果的かつ円滑な更新を図るため、予防保全的な管理や
長寿命化に資する改善事業等の計画的実施に向けて、平
成２０年３月に策定した「京田辺市営住宅ストック総合
活用計画を踏まえ、「京田辺市営住宅長寿命化計画」を
策定する。

○ 事業概要
市営住宅ストックの管理状況や入居者状況を整理
目視による劣化状況確認等の住宅実態調査
入居者の意向調査（ニーズ確認）
ストック状況の把握及び日常的な維持管理方針の策定
ライフサイクルコストの縮減に関する方針の策定
長寿命化（又は更新）に関する方針の策定
長寿命化及び維持管理の年次計画の策定
成果品（製本等）作成

新 規

平成２４年度 当初予算主な事業

事業名 市営住宅長寿命化計画策定事業

予算額
新規・拡充
継続の別

事業内容

３，８００千円

－ 1341担当所属名 建設部開発指導課 直通電話番号 64



○ 目的

京田辺市建築物耐震改修促進計画による「平成２７年
度の住宅系建物の耐震化率９０％以上」の目標を達成す
るため、耐震改修が必要と診断された市営住宅３団地に
ついて、平成２０年３月に策定した「京田辺市市営住宅
ストック総合活用計画」に基づき、平成２４年度から平
成２７年度までの４ヵ年で耐震化を完了し、安全・安心
な住環境を整備する。

○ 事業概要

平成２４年度は谷ノ上団地の耐震改修工事設計を実施す
る。
設計の内容は、平成２０年度に実施した耐震診断結果に
より強度の不足が確認された市営住宅について、国土交通
省の基準に基づきＩＳ値を０．６以上となるよう補強改修
を計画するもの。
工法は、居住しながらの工事が可能で、工事完了後の居住
性にも配慮したアウトフレーム工法等を採用予定である。

予算額
新規・拡充
継続の別

新 規５，６００千円

平成２４年度 当初予算主な事業

事業名 市営住宅耐震化事業

事業内容

担当所属名 建設部開発指導課 直通電話番号 64 － 1341



○ 目的

公園施設長寿命化計画は、老朽化が進む公園施設に対

行うことを目的として作成する。

○ 事業概要

－

３，７００千円

（３）計画策定方針の検討

（１）計画対象施設の選定
（２）施設点検・評価方針の検討

命化を図るとともに計画的な修繕や更新または、改築を

（１）施設及び公園状況の整理
（２）関係法令等の整理

１ 基本条件の整理

1342

平成２４年度 当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号 64建設部施設管理課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

事業内容

新 規

公園施設長寿命化基本計画策定事業

して、公園施設の安全性確保及びライフサイクルコスト
縮減という観点から、適切な施設の点険や維持補修等の
予防保全的管理を実施することで、既存ストックの長寿

（３）施設定期点検結果のとりまとめ
２ 計画策定方針の作成



○ 目的

○ 事業概要

担当所属名 建設部施設管理課 直通電話番号 64 － 1344

橋梁長寿命化修繕計画は、今後老朽化する橋梁数の増
加に対応するため、計画を策定することにより、従来の
事後的な修繕及び架替えから損傷が大きくなる前に予防
的な修繕及び計画的な架替えへの転換を図り、橋梁の寿
命を延ばすことで、将来的な財政負担の軽減及び道路交
通の安全性を確保する。

橋梁点検を行うことにより、橋梁の健全度や損傷状況
を把握し、その結果を基に、予防的な修繕及び計画的な
架替えを行う橋梁長寿命化修繕計画策定することで、維
持管理費用のコスト縮減及び道路交通の安全性の確保を
図る。事業内容

予算額
新規・拡充
継続の別

継 続１２，０００千円

平成２４年度 当初予算主な事業

事業名 橋梁点検及び橋梁長寿命化修繕計画策定事業



○ 目的

○ 事業概要

平成２４年度 当初予算主な事業

建設部三山木整備課

事業名

予算額
新規・拡充
継続の別

三山木地区特定土地区画整理事業

５９１，７９７千円 継 続

5540

事業内容

ＪＲ三山木駅及び近鉄三山木駅周辺地区の土地区画整
理を行い、良好な環境を有する新市街地の形成を図る。

－

本事業は、土地区画整理事業によって、駅前広場、道
路、公園等の公共施設を整備するとともに、限度額立体
交差事業による鉄道の高架を行い、駅周辺の活性化と宅
地利用増進を進めるものである。
今年度は、府道２線の交差する「二又交差点」の街路
築造等を実施する。

担当所属名 直通電話番号 65


